
令和４年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

令和５年５月１２日 

学校法人 朝陽学院  

あべの翔学高等学校附属朝陽幼稚園 

１． 本園の教育目標 

・子ども達がのびのびと育っていくような偏りのないカリキュラムのもと、基礎・基本の力を培い、 

友達との触れ合いの中で、心温かい心身共に健康な人格形成に努める。 

 

２． 本年度重点的に取り組む目標 

・基本的生活習慣の徹底    ・豊かな感性や創造性を培う   ・運動能力の向上  

・遊びや経験、異年齢との関わりを通して、思いやりの心を育てる ・健康、安全教育の充実 

       

３． 評価項目の達成及び取り組み状況 

 評価項目 評価 取り組み状況 

１ 【教育課程・指導】 

・幼稚園の教育課程実施に関し

て教職員間の共通理解をはかる 

Ａ  ・全教職員で幼稚園教育要領の理解をし、具体的に保育活動や

行事に沿わせて話し合いを行っている。 

２ 【安全管理】 

・新型コロナウイルス感染拡

大防止や安全点検に努める 

Ａ ・正しいマスクの着用方法や手洗い方法について指導した。各

机にパーテーションを配置し、座席の配置を工夫した。 

・日頃より遊具や設備、通園路の安全点検を行い、危険な場合

は教職員や保護者へすぐに周知できる環境を整えている。 

３ 【研修（資質向上の取り組み）】 

・教職員の資質向上の為に、

園内外の研修を充実させる 

Ａ ・職員がそれぞれ受けた園外研修について、職員会議で報告す

ることにより共通理解を図るとともに、指導に役立てることが

できた。 

  評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

４． 総合的な評価結果 

評価 理由 

Ａ 重点目標に合わせた詳細な目標を設定することにより、教職員の共通理解をはかり、方針を明確

にすることが出来た。また、同時に課題点も明確にすることができた。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

５． 今後取り組む課題 

 

６． 学校関係者評価委員の評価 

毎日の幼稚園での活動で、のびのびと育ち心温かい心身共に健康に成長していく子どもの様子がみら

れ、まさに幼稚園の教育目標を全職員が実行しているからだと感じている。時代に合わせた危機管理

の徹底や保護者の意見の反映は引き続きお願いしたい。 

 課題 具体的な取り組み方法 

１ 安全管理 緊急事態発生に備えて危機管理マニュアルの見直しや改善を図る。 

２ 環境 園内設備の安全・維持管理の為の点検や修理を行なう。 

３ 園に対する保護者満足度の把握 定期的に保護者が期待する幼稚園像を把握し、意識の向上や改善を図る 


